
























































































たと考える O 今後も事故に対する意識を高め、事故防止に努めて行きたいと思う O
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4、実施期間中針刺し事故をした事がある ( ある ない)
ふる左答えた方、その昨キャァプスタ:.--[-を使用していたかどうか
{ していた・してし、ない ) 
“していた"と答えたfJ 使附していたのに針刺し事故カ起きた原因は何か
{ 
5、今後もキャップヌタ〆ドを使用した方が危険防"のため良いと思いま Fかワ
(良い悪い)
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